
特別記事

研究

好評連載

ストレングスモデル侃
か ん

々
か ん

諤
が く

々
が く

。患者さんか
ら“想定外”な望みが出たらどうするの？  
◎萱間真美＋仲野栄＋原子英樹＋中嶋康子

患者さんからの恋愛感情を、女性看護師は
こう感じている。◎入江拓＋清水隆裕

「自殺が少ない町」のコミュニケーションを考察する
とうとう青森県に入ります。◎森川すいめい

特集1

特集2

地域連携がうまい人は、
こういう方法を使っています。

精神科病院はこれからどのように
将来を構想すればよいのでしょうね。

いざ、地域連携。でも、どうやって？　次号では、地域連携がうまい人が実際に行っている工夫を、目に見える形で紹介して
いきます。

変化に対応するために、現場はどのように動いているのか、みんな何を考えているのか。この人に聞いてみたい、という人に
話を聞きまくりました。

　今回、退院サマリーについて検討する座談会
で、欄や内容を厳選していったわけですが、それっ
てとてもクリエイティブな作業だなと感じました。ほ
んとに脳を使う作業だったっていうか。▼既存の
ものに疑問をもっても、ぐっと我慢して「欄がある
から書くのだ」っていうのは、「山があるから登るん
だ」的な、写経とか、修行とか、それに近い態度
ですよね。でも、そういう時の脳ってきっと喜んでい
ない。「患者さんのためにこの作業は役に立つ」
というプラスの動機が見えないまま、そんなふうに
脳を抑圧していると、ポジティブなエネルギーが枯
渇していってしまうような気がします。今回の特集
座談会に陪席しながら、あらゆる組織には、書類
を一段上からながめて「これって必要？」「何のた
めに？」と疑問を呈し、断捨離を決行する覚醒度
の高い人が必要だなと思ったのでした。……石川

編集後記
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